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（はじめに） 

 Ａ支援学校は、設立当初より『治療体育部』が設置され、

小・中・高等部と並列して『自立活動部』という専任部が

存続していた。専任部教員は、「自立活動の時間における指

導」に関して「個別の指導計画」の作成･実践を主導的な立

場で行っていた。しかしその体制では、担任が自立活動を

含む児童生徒の「個別の教育支援計画」や「個別の指導計

画」を主体的に考え難く、また自立活動の専門性が継承さ

れにくいという懸念があった。 

そこで平成 24年、学校組織を改編し、専任部を廃止する

とともに学校全体の教員支援を行う自立活動専任スタッフ

（以下、専任スタッフ）６名と校務分掌としての自立活動

部を新たに配置した。 

専任スタッフは、「校内巡回システム」（以下「巡回シス

テム」）による直接的な教員支援をはじめとして、自立活動

の専門性を継承するための業務に携わってきた。 

 本研究では、学校組織改編から５年間の専任スタッフの

取り組みをまとめることにより、これまでの成果と今後の

取り組みに向けての課題を探る。 

 
（目的） 
学校組織改編から５年を経過した現体制を振り返り、専

任スタッフの役割について検証する。 
 

（方法） 
 専任スタッフが掲げている業務内容を項目ごとにまとめ、

専任スタッフの役割を目標と照らし合わせて検証する。 
 
(結果) 

＜専任スタッフの役割＞ 
 自立活動の指導（日常生活の指導・各教科・道徳・特別 
活動・総合的な学習の時間等、自立活動の時間における指 
導）に関する教員支援を通して、自立活動の指導力の向上 
をめざし、自立活動の指導の充実に寄与する。 
＜目標･取り組み＞ 
１ 発達基盤の力の育成 
「個別の指導計画」の作成・活用に関する支援を行い、 

児童生徒一人ひとりの成長・発達の基盤の力の育成に寄与

する。 
２ 専門性の発展・継承 

校内の実践例や校内外の研修等で得た知見を基に、自立 

活動の考え方や指導方法をまとめる等、自立活動および特

別支援教育に関する専門性の向上に役立つ情報の発信を行

う。 

３ 指導力の向上 
入学時からの様々な情報を蓄積・活用しながら、児童 

生徒の 12年間を、長期的な視点に立って継続的に支援でき

ること等、全校に関わる専任としての貴重な機能を自覚し

て、専任スタッフの全校的な有効活用をめざす。 
 
取り組みの具体的な内容を発信･実践･研修･蓄積のグル

ープに分類し（Fig.1）、対応している目標番号を枠内に

＊の後に示した。その結果、それぞれの取り組みが複数

の目標に照らした内容であることが明らかになった。 
 ほとんどの業務については実績を積み重ねることができ

ているが、一方で、「指導方法」や「実践例」はまだまとめ

に至っておらず、今後の課題として再確認できた。 
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Fig.1 専任スタッフの業務 

（考察） 

 現体制の特色である「巡回システム」は、３つの目標を

包含した取り組みとなっている。「巡回システム」には、「相

談巡回」と「全校巡回」の２種類がある。「相談巡回」は、

学年・クラスや授業担当者の教員からの要望に応じて、様々

な相談に対応するシステムである。また、「全校巡回」は、

専任スタッフが授業を巡回し、自立活動の視点で学年・ク

ラスの教員と情報交換し、助言するシステムである。取り

組みの細部については、毎年見直しながら改善を図ってい

るが、５年間大きく変わることなく継続できてきたのは、

このシステムが校内に浸透し、成果を上げているからと考

えられる。 

「巡回システム」における専任スタッフの具体的な業務

について、客観的な評価を得て検証し、課題を明確にする

ため、次の研究では全教職員対象にアンケート調査を実施

し、認知度、有用度等について検証する。 
 
(UCHIYAMA Yoriko,ASANO Yukako,URAI Syouko,MIKI Youko, 

MIYAKE Tamotu,IWASA Masahide) 
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